
氏名

授与学位

学位授与年月日

 学位授与の根拠法規,

最終学歴

学位論文題目

はしもとみつを

橋本光雄

医学博士

 昭和38年3月6臼

 学位規則第5条第2項

 昭和28年3月東北大学医学部卒業

 子宮癌に於ける末梢神経の態度に就いて

論文審査委員東北大学教授九

東北大学教授瀬

東北大学教授赤

嶋
戸
崎

勝司

 八.耶

兼義

 一隅67一



論文内容要旨

 謹瘍の発生或はその発育増殖に関する歯子については,古来幾多の研究業績があるが,未だ不

 舅の域にあると云って過書でない。発生因子に関しては体液的のものは考え難く,馬所の外界か

 らの刺激の飽に,局所の神経の機能異常も当然考慮に入れねばならない。腫瘍と神経との開運に

 ついては,自然発生並に実験的痙傷につき神経組織学的研究や実験的神経切断が鷹蕩の発生及び

 増殖への影響等に僕ける報告を見るが,報告者により結論は様々であった。その理由として当時の

 神経染色技術の不備,末楕神経組織学の未発達によるものと思われる。現在では神経染色技術の

 進歩により,光学顕微鏡で極め得る限界と云われる程の末梢神経微細構造が知られるように友つ

 た。著著は秀れた鍍銀法として定評のある瀬戸鍍銀法を用い子宮癌の末梢神経の態慶を検索し2

 ～5の知見を縛たo

 1)実験材料並に実験方法

 実験材料は東北大学産婦人科教室で手術摘出せる子宮癌20例(内体癌5例),対照として子

 宮筋瞳5例である。子宮腟部より同頚部迄約5毎鵠の厚さの釘片2～5鯉を釘除し穿0%ホノレマリ

 ンに約半年固定後、50～40μの凍結半連続切片とし.瀬戸鍍銀法を用いて染色し検索した。

 2)実験成績

 a)対照例子宮腟部よ釧司頸部迄に見られた神経組織像…雨脚経要素の大部分は細い植物

 禅経線維よりなり,それに混在して少数の太い線維も見られた。{獅子宮動肱入P部より筋暦内に

 入りほ黛漁管と平行した送行を示し,経過の途中幾多の分岐をくり返し神経叢を形成していた。

 鵬筋磨内の走行は自然のカーブを描く迂曲走行で,交配目的筋線維に近ずくに従い線維は更に繊

 細と友り,筋臨維と平行した末梢神経叢を形成し.植物神経に特有な終末網で終る像が見られた。

 奄瞬占膜部ではその下層部に小規摸な神経叢・終末網が見られた。納無爵壁尊に壁内には前終末網
 終末網が見られた・㈱子宮腟部は局頬部に韓ぺ禅経要素には極めて葦しかつた。Vl喰索範囲内で
 は神経細胞の存在は認められなかったob)子宮綴での神経組織像・、・叩子宮頸癌では,u遜質内

 に発見されたものが大部分で,実質内では神経束が稀に散見されたに過ぎ攻かつたp船神経の新

 生1象は全く見られず既存神経の1遺残したもので翻勤,(1紛神経束或は神経叢に嘱する太い線維群で、

 対照例に見られた末梢神経叢,前終末網・終末網の存:在は見られなかった。糊それら線維群の走
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 行は全く直線的走行と化し且つ癌実質の発育方向に対し凶状の走行を癒していた。〔V)線維そのも

 のの変化として好銀性の増加,太さの増大,紡錘状の膨隆,不宙然な屈曲走行,一部離断等であ

 った。鮮嚥組織内に新生血管は見られてもそれを麦醒すべき神経の新生鯨は見られなかった。鵬

 癌浸潤が漸く上皮下に達した初期の例の検索では,細心の注意努力にも拘らず終末網の発見は出

 来なかった。子宮体癌では初期の外両性発育を呈していたもののみで癌組織内に神経要素は認め

 られなかった。

 ろ)考 按

 a)子寓の神経支配に関する大要は多くの報告者の意見の一致を見て沿う,著春自験例でも殆

 んど差異はなかった。実験的に子宮は交感神経麦醗が優位を釈すことを指摘している者もあり,

 植物線維に混在する太い線維に関しては有髄性の知覚禅経であるとする潔が多かった。筋層内の神

 経終末様式に就ては簸も異論の多い所で種々の形態が報告されているが、何れも染色技術・方法

 の不備に出来すると思われる勝見で,真の終末は所謂植物性終末網であり,自験例(対照)でも

 筋線維に密に接して終る終末網が豊富に発見された。尚結膜,血管壁にも嗣様に認められた。筋

 層内神経細胞の存在は全く否定されている。b)発癌に対する神経の役割を重視する学籍もあっ

 たが,この方面の研究報侍は意外に尠い。宙然発生腫瘍並に人工癌等の組織内の神経組織鯨を検

 索した報告では,悪性腫瘍内1て等しく神経糸且織を認めながら、嗣一目重傷の観察でも人により固有

 神経と称して腫瘍の発生.発育増殖と不可分の関係ありと主張する春,或は慶存神経が腫瘍組織

 に抵抗し遺残せるもので,腫瘍とは全く無関係で参ると主張する画論が見られた。併しここでも

 染色技術,実験方法の差等が結論でも差を生じているものと思われる。一方神経切断が人工癌,

 移植腫瘍に及ぼす影響についての実験では,交感神経切断は腫瘍の発生.増殖を助長し,他の神

 経勢断は腫瘍の退縮を来すと云う1事は大方異i論のない駈であったoi著:考の欝た最も重要な所見は,

 対照例に見られた如き来梢神経叢.前終末網.終末網の残存が全く認められなかった事であ診,
 ごの所見は極めて初期の浸潤癌でも同様であった。この神経清爽が発癌に先行するものか或は癌

 浸潤の結果として起り得るものかは著春の成績からは窺い知るべくもないが,初期癌でも末梢神

 経艘の消失する事実は,それがWanerの変性の結果としてだけ惹起される所見でない事を物
 語っている。交感神経の切断が腫礪の発生に促進的役割を果し,又子宮では交感糠経が優位を示
 す1事実と,著者の得た成績とを考え合せると,局所的な麦配神経の機能異常或はアンバランスが

 子宮頸癌発生乃至増殖に重要な意味を持つことを暗示している様に思われる。駒,大久保の主張

 する基底膜形成態の差或は基質のコラゲン形成の場の変化が惹起される國子として,著潜の芸う

 末梢神経の機能異常が或は関与するのかも知れな1ハ。

 4)i結

論

 瀬戸鍍銀法により正常子宮,頻癌子宮の糠経組織学的検索を行い次の如き結論を得た。{煎E常
 子寓蟻に於て極めて美麗に染禺される種物神経終末網は子宮頸癌周囲鰻織では極めて初期浸潤癌
 でもそれを発見出来なかった。qρ頸癌組織内には神経線維の動久の変態縁を認めたが,神経新生
 縁は認められなかった。
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 審査結果の要旨

 癌と神経との関係を検索した報告は決して少浸しとしない。しかし過去の業績では染色技術の

 未熟などもあって,成績は一致を欠く。筆者は最:も秀れた染色法である瀬戸教授の鍍銀法を用い

 て子営癌に於ける来梢神経の態慶を検索し,次の如き興味ある結論を得てレ・る0

 1)正常子宮頸では成書にある如きi美麗濠神経線維が染め出された。即ち,神経要素の大部分

 は細い植物神経線維で,それに少数の太い線維が混じた。神経細胞は之を発見出来なかった。子

 窟動脈大口部から筋層内に入り,血管に酪識,平行して走診,途中幾多の分岐を繰返し神経叢を形

 成した。筋履内グ)走行ぼ自然のカーブを描いて迂曲し・筋に近ずぐに従て繊細と凍り,筋線維と

 平行した末鍛神経叢を形成し,植紡神経に特有な終末綱像が明・ら力泥認められ撫。粘膜下贋に小規

 模凌神経叢,終末網が見られた。また血管壁には前終末網,終末網が見られた。

 2)子宮頸癌に発見される神経像は大部分が基質内にあり,実質内では神経束が稀にあるだけ

 だった。神経の新生像は全く見られず既存神経の遺残を認めるのみであった。叉晃られるグ)は神

 経束或は神経叢に羅する太い線維群だけで,対照正常例に見られた米櫓神経叢・前終来網・終末

 綱は毘られ友かつた。又これらの線維群の走行も全ぐ直線的で,癌実質に圧迫されたよう疲像が

 見られた。線維自体には好銀牲及び太さを増し,紡錘状の膨隆,不日然竣走行,一部離断などの

 特徴が認められた。

 癌組織内には親生益管は見られるけれども之を支配する神経4噺生像は発見出来たかった。精

 に興味が深いのは,癌浸潤が辛じて上皮下に達した程度の初期癌につき,細心の淫意とともに発

 見に努ヵしたにも拘らず,癌の周囲には神経終末網を認めなかったことである。

 著者はその考按に於て,癒実質内σ)神経線維グ)変化よりも,癒周辺の終末網欠除を重大視して
 レ、る。優し,'この神経グ)変化が癌の発生乃至は進行と関係があるのか,或は癌組織から生成され

 る成分び)影響によるものであるかの決定は将!来の研究にまたねばならぬと結んでいる。

 本論文は癌と神経(随物神経)とグ)麗係に～つα)示唆を与える点で符意義琉もグ)と考えられる。

 よって本研究は学位を授与するに値するもび)と判定する。
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